
お知らせInformation

催　
　

し

募　
　

集

※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

母子保健事業　●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255
事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付 ９月２日㈪・９日㈪
８時30分～17時15分 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

※手続きには約30分を要します。

育児相談 ９月10日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問い

合わせください）

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 ９月19日㈭10時～16時 児童福祉課あんしん支援係 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 ９月12日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ９月３日㈫・17日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 ９月12日㈭13時30分～15時30分 西城支所

東城 ９月５日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

口和 ９月19日㈭13時30分～15時30分 口和保健福祉センター

比和 ８月22日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター

総領 ９月11日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ９月19日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 ９月19日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

比和 ８月22日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 ９月11日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談

庄原 ９月20日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター
広島弁護士会による
無料相談。要予約。

広島弁護士会
☎0120-969-214　東城 ８月23日㈮13時～16時 東城支所

口和 ９月６日㈮13時～16時 口和保健福祉センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

認知症カフェ

庄原
「とんぼ」

９月３日㈫・17日㈫
13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課地域包括支援
センター係
☎0824-73-1165　

西城 「コスモスカフェ」
９月５日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
８月27日㈫13時30分～15時

東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

身体障害者　
補装具判定会 肢体 ９月19日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

障害者相談員
定 期 相 談 会 庄原 ９月９日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 知的 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210

心の健康相談 ９月17日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

★東城「遊夏祭」★
多くの出店が集まり、とてもにぎやかな祭です。ステー
ジショーをはじめ楽しい催しが盛りだくさん。伝統の
盆踊りも継承しています。山間に響く約１，０００発
の花火は見応えあり！
■と　き　８月 10日（土）17時～ 21時
■ところ　東城小学校グラウンド
■問い合わせ　東城「遊夏祭」実行委員会（東城町
商工会内）☎ 08477-2-0525

★ヒバゴン郷どえりゃあ祭★
間近で見られる大迫力の花火が見どころです。パ
レードや子ども抽選会のほか、神楽や吹奏楽など楽
しい催しがいっぱいです。
■と　き　８月13日（火）17時～21時 30分
■ところ　ウイル西城駐車場周辺
■問い合わせ　備北商工会　本所
☎ 0824-82-2904

★ふるさと盆踊り・花火大会 in 比和★
会場近くを流れる比和川沿いに５００個余りの灯ろ
うが設置され、幻想的な光で辺りを照らします。盆
踊りやうちわ抽選会の後、花火が比和の夜空を飾り
ます。
■と　き　８月 15日（木）19時～ 21時 30分
■ところ　比和中学校グラウンド
■問い合わせ　ふるさと盆踊り花火大会実行委員会
（備北商工会比和支所）☎ 0824-85-2330

★しょうばら夏まつり花火大会★
約３, ０００発の花火が、庄原の夜空を華やかに彩
ります。水面に映る仕掛け花火も見どころです。
■と　き　８月 25日（日）19時 30分～
　　　　　※雨天の場合は 26日（月）に順延
■ところ　庄原上野公園
■問い合わせ　庄原市観光協会庄原支部
☎ 0824-73-0602

庄原夏まつり

★庄原よいとこ祭★
庄原の夏を締めくくる一大イベントです。24日夜
は恒例パレードで参加団体の熱い踊りが観客を魅了
し、25日は庄原市民会館で、踊りや楽器演奏が披
露される芸能祭が開催されます。
■と　き　８月 24日（土）・25日（日）
■ところ　庄原市市街地　ほか
■問い合わせ　よいとこ祭実行委員会
☎ 0824-72-6623・090-7897-5301

熱い夏がやってきました。
８月には市内各地で夏まつりが開催されます。
食べるもよし！踊るもよし！見物するもよし！
みんなで楽しんで、夏ばてを吹き飛ばしましょう！

第
32
回
備
北
地
区　
　
　
　

中
学
生
意
見
発
表
大
会

　

庄
原
市
、
三
次
市
の
中
学
生
に

よ
る
意
見
発
表
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
中
学
生
が
日
常
生
活
や
自
ら

の
体
験
を
通
し
て
日
頃
考
え
て
い

る
こ
と
を
発
表
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
聞
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

８
月
19
日
㈪

10
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
民
会
館

問
い
合
わ
せ

備
北
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議

会
事
務
局
（
児
童
福
祉
課
児
童
福

祉
係
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
９
２

第
15
回
庄
原
絵
手
紙
大
賞
作
品

募
集
作
品　

未
発
表
の
自
作
絵
手
紙
（
ハ
ガ
キ

サ
イ
ズ
）

※
１
人
２
点
以
内

題
材　

自
由

対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
通
学
、

勤
務
し
て
い
る
方

募
集
期
間　

８
月
20
日
㈫
～
９
月
17
日
㈫

応
募
要
領　

作
品
の
裏
面
に
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
（
園

児
、児
童
、生
徒
、学
生
は
保
育
所
・

幼
稚
園
・
学
校
な
ど
の
名
称
お
よ

び
学
年
な
ど
）・
電
話
番
号
を
記

入
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰　

一
般
・
子
ど
も
の
部
そ
れ

ぞ
れ
に
、
大
賞
・
優
秀
賞
・
奨
励

賞
を
贈
り
ま
す
。

そ
の
他　

入
賞
作
品
、
応
募
作
品

は
10
月
８
日
㈫
～
10
日
㈭
に
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
多
愛
夢
で
展

示
し
ま
す
。
入
賞
作
品
の
著
作
権

は
主
催
者
に
帰
属
し
、
作
品
は
返

却
し
ま
せ
ん
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会

〒
７
２
７
‐
０
０
１
３

庄
原
市
西
本
町
二
丁
目
17
番
15
号

庄
原
市
民
会
館
内

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
５
４
５
３

商
工
林
業
課
商
工
振
興
係

〒
７
２
７
‐
８
５
０
１

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
８

人
権
作
品

　

生
命
の
尊
さ
や
生
き
る
こ
と
の

す
ば
ら
し
さ
、
平
和
の
大
切
さ
を

表
現
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

広報しょうばら／ 2019.8　24 25　2019.8 ／広報しょうばら



お知らせInformation

そ  

の  

他

募
集
部
門

①
標
語
の
部

②
詩
・
作
文
の
部

③
絵
画
・
詩
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
写

真
な
ど
の
部

応
募
方
法

▼
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
、
１
人
１
点
と
し
ま
す
。

▼
作
品
に
は
、
住
所
（
学
校
を
通

し
て
応
募
し
な
い
場
合
）
ま
た
は

学
校
名
・
学
年
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▼
「
標
語
の
部
」
の
作
品
は
、フ
ェ

ル
ト
ペ
ン
な
ど
で
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
優
秀
作
品
の
発
表
お
よ
び
表
彰

は
、庄
原
市
人
権
講
演
会
で
行
い
、

入
賞
者
へ
は
賞
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

▼
作
品
を
直
接
持
参
す
る
場
合

は
、
生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
支
所

教
育
室
ま
で
。
郵
送
の
場
合
は
、

生
涯
学
習
課
宛
て
に
お
送
り
く
だ

さ
い
。
な
お
、
応
募
作
品
の
返
却

は
原
則
と
し
て
行
い
ま
せ
ん
。

募
集
締
切　

９
月
６
日
㈮
必
着

応
募
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

〒
７
２
７
‐
８
５
０
１

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

メ
ー
ル　

syogai-syakai@
city.

shobara.lg.jp

電
波
利
用
環
境
保
護

　

電
波
は
警
察
、
消
防
・
救
急
、

放
送
、
携
帯
電
話
な
ど
、
私
た
ち

の
生
活
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
不
法
電
波

は
、
こ
ん
な
大
切
な
通
信
を
妨
害

し
て
、
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
し

ま
す
。
電
波
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
電
波
の
３
つ
の
ル
ー
ル

①
無
線
機
器
の
利
用
に
は
「
技
適

マ
ー
ク
」
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ

い
。

②
電
波
の
利
用
に
は
、
原
則
、
免

許
が
必
要
で
す
。

③
外
国
規
格
の
無
線
機
器
は
、
国

内
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

中
国
総
合
通
信
局
電
波
監
理
部
電

波
利
用
環
境
課

☎
０
８
２
‐
２
２
２
‐
３
３
３
３

特
別
障
害
者
手
当
・　
　
　

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給

●
特
別
障
害
者
手
当

対
象

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重

度
の
障
害
が
あ
る
た
め
に
、
日
常

生
活
で
常
時
、
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
状
態
に
あ
る
20
歳
以
上

の
人
。（
審
査
あ
り
）

支
給
額

月
額
２
万
７
２
０
０
円
（
原
爆
介

護
手
当
と
の
支
給
調
整
あ
り
）

※
施
設
へ
入
所
、
ま
た
は
３
カ
月

以
上
入
院
し
た
場
合
は
受
給
資
格

を
失
い
ま
す
。（
必
ず
資
格
喪
失

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

●
障
害
児
福
祉
手
当

対
象

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
た
め
に
、
日
常
生
活
で

常
時
、
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

に
あ
る
20
歳
未
満
の
人
。（
年
金

受
給
者
は
対
象
外
）

支
給
額

月
額
１
万
４
７
９
０
円

※
施
設
に
入
所
し
た
場
合
は
受
給

資
格
を
失
い
ま
す
。（
必
ず
資
格

喪
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

●
支
給
月

　

い
ず
れ
の
手
当
も
２
・
５
・
８
・

11
月
に
前
３
カ
月
分
の
手
当
を
支

給
し
ま
す
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

診
断
書
（
指
定
の
用
紙
）、
印
鑑
、

所
得
状
況
届
、
年
金
・
恩
給
受
給

額
の
確
認
書
類
、
振
込
先
通
帳
な

ど手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児　
　

補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業

　

市
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
対
象
と
な
ら
な
い
軽
度
・
中
等

度
の
難
聴
児
の
言
語
能
力
の
向
上

を
支
援
す
る
た
め
、
補
聴
器
購
入

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

▼
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
補
聴

器
を
購
入
す
る
前
に
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
申
請
窓
口
は
社
会
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生

活
室
で
す
。

対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
っ
て
、
次
の

①
・
②
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

18
歳
未
満
の
難
聴
児
の
保
護
者
。

①
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
原
則
と

し
て
30
デ
シ
ベ
ル
以
上

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象

外※
た
だ
し
、
世
帯
の
中
に
市
町
村

民
税
所
得
割
額
が
46
万
円
以
上
の

人
が
い
る
場
合
は
対
象
外
と
し
ま

す
。

助
成
金
の
額

補
聴
器
購
入
費
と
基
準
額
を
比
較

し
て
少
な
い
金
額
の
３
分
の
２

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▼
印
鑑

▼
医
師
の
意
見
書（
指
定
の
用
紙
）

▼
意
見
書
に
基
づ
き
補
聴
器
販
売

業
者
が
作
成
し
た
見
積
書

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

　

広
島
法
務
局
お
よ
び
広
島
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
い
じ
め

や
児
童
虐
待
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど

の
被
害
に
あ
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
が
発
す
る
信
号
を
い
ち
早
く

キ
ャ
ッ
チ
し
、
問
題
の
解
決
を
支

援
す
る
た
め
、専
用
相
談
電
話「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
を
常
時

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
８
月
29
日
か
ら
９
月

４
日
ま
で
の
間
を
、全
国
一
斉「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週

間
と
し
て
、
時
間
を
延
長
し
て
電

話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
子
ど

も
だ
け
で
な
く
、
大
人
も
利
用
で

き
ま
す
。

【
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
】

☎
０フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

１
２
０
‐
０ぜ

ろ
ぜ
ろ
な
な

０
７
‐の

１ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０

実
施
期
間　

８
月
29
日
㈭
～
９
月

４
日
㈬
の
７
日
間

相
談
受
付
時
間

８
時
30
分
～
19
時

※
土
・
日
曜
日
は
10
時
～
17
時

※
強
化
週
間
以
外
は
、
平
日
８
時

30
分
～
17
時
15
分

庄
原
市
斎
場
（
和な

ご
み

の
丘
）
の

利
用
に
つ
い
て

　

７
月
号
に
引
き
続
き
、
皆
さ
ん

か
ら
問
い
合
わ
せ
が
多
か
っ
た
事

項
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

▼
式
場
の
利
用
時
間
に
つ
い
て

　

式
場
の
利
用
時
間
は
、
８
時
30

分
か
ら
12
時
30
分
ま
で
、
ま
た
は

13
時
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。
通
夜

で
利
用
す
る
場
合
は
17
時
30
分
か

ら
21
時
ま
で
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
は
、
準
備
や
後
片
付

け
を
行
う
時
間
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
仮
に
、
前
の
利
用
者
が
い
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
時
間
内
の

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。（
早
め

の
入
館
は
で
き
ま
せ
ん
。）

▼
式
の
開
始
時
間
を
教
え
て
も
ら

え
な
い
か

　

和な
ご
み

の
丘
に
限
ら
ず
、
葬
儀
や
通

夜
の
運
営
に
つ
い
て
、
市
は
把
握

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
当
家
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
供
花
を
発
注
し
て
も
ら
え
な
い
か

　

市
や
指
定
管
理
者
で
供
花
の
発

注
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
要
な
場
合

は
、
葬
儀
会
社
や
生
花
店
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。こ
の
ほ
か
、

市
や
指
定
管
理
者
は
、
香
典
な
ど

の
金
品
を
預
か
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

古
民
家
宿
の
優
待
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

　

庄
原
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
て
い
る
㈱
瀬
戸
内
ブ
ラ
ン
ド

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
市
民

の
皆
さ
ん
へ
の
特
別
優
待
の
ご
案

内
で
す
。

　

古
民
家
を
宿
泊
施
設
と
し
て
再

生
す
る
事
業
「
せ
と
う
ち
古
民
家

ス
テ
イ
ズH

iroshim
a

」
の
一
環

で
、
市
内
の
古
民
家
２
軒
が
宿
泊

施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。（
22
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。）

　

９
月
か
ら
宿
泊
受
け
入
れ
を
開

始
す
る
こ
の
２
つ
の
１
棟
貸
古
民

家
宿
泊
施
設
へ
、
特
別
な
優
待
価

格
で
宿
泊
で
き
る
プ
ラ
ン
を
ご
用

意
し
ま
し
た
。
ご
家
族
の
帰
省
や

同
窓
会
時
の
宿
泊
な
ど
、
グ
ル
ー

プ
で
だ
ん
ら
ん
で
き
る
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
空
間
の
あ
る
施
設
で
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

料
金
（
税
抜
価
格
）

▼
通
常
、
４
人
で
５
万
円
の
と
こ

ろ【
平
日
】
４
人
で
２
万
９
千
円

【
土
曜
日
】
４
人
で
３
万
２
千
円

（
以
降
１
人
に
付
き
プ
ラ
ス
２
千

円
、
最
大
６
人
ま
で
。）

対
象
期
間　

12
月
27
日
㈮
ま
で

優
待
条
件　
「
広
報
し
ょ
う
ば
ら

を
見
た
」
と
お
申
し
付
け
く
だ
さ

い
。

令和元年度　自衛官採用試験
～平和を仕事にする～

募集項目 応募資格 受付期間 試験期日
（※）いずれか１日指定

防衛大学校
学生

推薦

高卒（見込み含む）
21 歳未満

９月５日㈭～９日㈪
９月28日㈯・29日㈰

総合選抜 １次：９月28日㈯
２次：11月２日㈯・３日㈰

一般（前期）

９月５日㈭～ 30 日㈪

１次：11月９日㈯・10日㈰
２次：12月10日㈫～14日㈯（※）

防衛医科大学校
医学科学生

１次：10月26日㈯・27日㈰
２次：12月11日㈬～13日㈮（※）

防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官コース）

１次：10月19日㈯
２次：11月30日㈯・12月１日㈰

航空学生 ９月６日㈮まで
１次：９月16日（月・祝）
２次：10月15日㈫～20日㈰（※）
３次：11月22日㈮～12月18日㈬（※）

一般曹候補生

18 歳以上 33 歳未満

９月７日㈯まで １次：９月20日㈮～22日㈰（※）
２次：10月11日㈮～16日㈬（※）

自衛官候補生
男子

年間を通じて募集 受付時にお知らせします
女子

　詳しくは自衛隊広島地方協力本部ホームページをご覧になるか、三次地域事務所にお問い合わせください。
　問い合わせ　自衛隊広島地方協力本部三次地域事務所　☎０８２４－６２－０３５０

広島地本 検索

●令和元年度　自衛隊新規入隊者

　本年度、庄原市出身の方が陸上自衛隊
に２人、航空自衛隊に１人入隊しました。
　自衛隊の任務は、国の平和と独立を守
ることや災害時の人命救助など多岐にわ
たり、一層重要性も増しています。
　入隊した３人の活躍を期待しています。

森　　元樹さん 倉谷　篤史さん 伊折ショーさん

広報しょうばら／ 2019.8　26 27　2019.8 ／広報しょうばら



お知らせInformation

広告

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

２
０
１
９
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ　
　

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
競
技
会

（
平
成
31
年
３
月
27
日
～
31
日
／
長

野
県
下
高
井
郡
）

●
小
学
生
男
子
回
転

●
小
学
生
男
子
ス
ー
パ
ー
大
回
転

松
尾　

昂
紀（
東
城
小
５
年
）

第
71
回
全
日
本
高
等
学
校
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

（
７
月
28
日
～
31
日
／
宮
崎
県
日

向
市
）

島
根
県
立
三
刀
屋
高
等
学
校

全
国
大
会

中
国
大
会

県
大
会

楠
部　

夕
夏（
２
年
・
新
庄
町
）

酒
井
亜
寿
花（
２
年
・
川
北
町
）

第
72
回
中
国
高
等
学
校　
　

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

（
６
月
14
日
～
16
日
）

●
男
子
１
１
０
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

第
２
位

田
邊　

光
紀（
庄
原
格
致
高
３
年
）

●
女
子
４
０
０
メ
ー
ト
ル

第
３
位

●
女
子
４
×
４
０
０
メ
ー
ト
ル

リ
レ
ー

第
２
位

谷
口　
　

優
（
神
辺
旭
高
３
年
・

東
城
町
）

第
72
回
広
島
県
高
等
学
校　
　

総
合
体
育
大
会
空
手
道
競
技

（
５
月
25
日
・
26
日
）

●
男
子
個
人
組
手

優
勝

新
井　
　

蓮
（
呉
港
高
３
年
・
板

橋
町
）

※
「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当

す
る
方
の
情
報
は
、
行
政
管
理
課

広
報
統
計
係
（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐

１
１
５
９
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ら
れ
ま
す
。

　

受
験
案
内
は
９
月
６
日
㈮
ま
で

生
涯
学
習
課
で
配
布
し
ま
す
。

　

願
書
は
８
月
19
日
㈪
か
ら
９
月

６
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で

に
文
部
科
学
省
へ
郵
送
に
よ
り
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
４

メ
ー
ル　

syogai-syakai@
city.

shobara.lg.jp

施
設
概
要

①
長
者
屋

■
所
在
地　

比
和
町
三
河
内

１
５
２
８

■
設
備　

ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
１
室
、

和
室
２
室
、
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
、

キ
ッ
チ
ン
、
浴
室
、
ト
イ
レ
×
２
、

展
示
室
、
駐
車
場

②
不
老
仙

■
所
在
地　

上
谷
町
７
９
６

■
設
備　

ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
１
室
、

和
室
２
室
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ

ン
、
浴
室
、
ト
イ
レ
×
２
、
駐
車

場■
共
通
備
品　

W
i-F
i

、
電
子
レ

ン
ジ
、
冷
蔵
庫
、
コ
ン
ロ
、
調
理

器
具
、
金
庫
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
、
ボ
デ
ィ
ソ
ー

プ
、
ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
ス
リ
ッ

パ
、
温
水
洗
浄
便
座
、
エ
ア
コ
ン

設
備

※
施
設
詳
細
に
つ
い
て
は
、
庄

原
市
観
光
ナ
ビ
（https://

shobara-info.com
/

）
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

予
約
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
３
３
８
５

８
月
は　
　
　
　
　
　
　
　

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

「
こ
の
道
は　

世
界
に
つ
づ
く　

ゆ
め
と
び
ら
」（
令
和
元
年
度
「
道

路
ふ
れ
あ
い
月
間
」推
進
標
語（
小

学
生
の
部
）
最
優
秀
作
品
）

　

私
た
ち
が
日
頃
何
げ
な
く
使
っ

て
い
る
道
路
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

役
割
が
あ
り
ま
す
。
自
動
車
や
歩

行
者
が
通
行
し
た
り
、
水
道
管
な

ど
の
公
共
的
な
設
備
が
設
置
さ
れ

た
り
し
ま
す
。
道
路
は
私
た
ち
の

生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

大
切
な
施
設
で
す
。
し
か
し
、
身

近
な
存
在
で
あ
る
た
め
か
、
そ
の

重
要
性
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。

　

誰
も
が
毎
日
使
う
道
路
で
す
。

８
月
の
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

を
契
機
に
、
安
全
で
快
適
な
道
路

環
境
を
保
持
す
る
た
め
、
道
と
生

活
と
の
関
わ
り
や
、
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
の
た
め
の
道
路
の
役

割
、
正
し
い
利
用
な
ど
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

道
路
占
用
に
つ
い
て

　

道
路
は
自
由
な
通
行
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
目
的
以

外
に
も
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
な
る

上
下
水
道
管
、
電
柱
、
電
線
な
ど

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

道
路
占
用
と
は
、
通
行
目
的
以

外
に
道
路
の
地
上
、
地
下
ま
た
は

上
空
に
物
件
や
施
設
を
設
置
し
、

継
続
し
て
道
路
を
使
用
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

道
路
占
用
は
、
多
少
な
り
と
も

通
行
の
支
障
に
な
る
こ
と
か
ら
、

事
前
に
道
路
管
理
者
の
許
可
を
得

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
道
路
占
用

物
件
に
よ
っ
て
は
、
占
用
料
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
道
を
占
用
す
る
場
合
は
建
設

課
ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
室
・

地
域
振
興
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
室
・
地

域
振
興
室

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中

学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
は
、
病

気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ

り
、
保
護
者
が
義
務
教
育
の
学
校

に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予
ま
た

は
免
除
さ
れ
た
子
な
ど
に
つ
い

て
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め

に
国
が
行
う
試
験
で
、
合
格
者
に

は
高
等
学
校
の
入
学
資
格
が
与
え

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北夏まつり
８月25日㈰まで開催中！

国営備北
丘陵公園
だより

５
万
本
の
ひ
ま
わ
り
畑

開
花
期
間

８
月
中
旬
ご
ろ
ま
で

※
天
候
に
よ
っ
て
開
花
時
期
が
変

わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ

み
の
り
の
里　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場

※
最
寄
り
駐
車
場
は
第
２
駐
車
場

●
ひ
ま
わ
り
の
切
り
花
体
験

と
き　

８
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

13
時
～
15
時　

※
開
花
状
況
な
ど
に
よ
り
、
開
催

を
延
期
ま
た
は
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

定
員

２
０
０
人
／
日（
１
人
５
本
ま
で
）

と
こ
ろ

み
の
り
の
里　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
体
験

●
大
流
し
う
ど
ん

　

と
い
を
流
れ
る
う
ど
ん
を
す

く
っ
て
食
べ
ら
れ
ま
す
。

と
き　

８
月
10
日
㈯
・
11
㈰
・
12
（
月
・
祝
）

11
時
～

参
加
費

３
５
０
円
／
食

と
こ
ろ

さ
と
や
ま
屋
敷

水
あ
そ
び
情
報

●
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池

　

全
長
約
40
メ
ー
ト
ル
で
、
幼
児

か
ら
小
学
生
ま
で
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ

と
水
遊
び
を
楽
し
め
ま
す
。

と
き　

８
月
25
日
㈰
ま
で　

９
時
30
分
～
17
時
30
分
（
入
場
は

17
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

備
北
オ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ

管
理
セ
ン
タ
ー
横

●
水
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー

　

た
く
さ
ん
の
霧
を
浴
び
て
楽
し

め
る
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
と
、
縦
横

７
メ
ー
ト
ル
、
水
深
30
セ
ン
チ
程

度
の
プ
ー
ル
が
登
場
し
ま
す
。

と
き　

８
月
18
日
㈰
ま
で

９
時
30
分
～
17
時
30
分

※
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
は
８
月
25
日

㈰
ま
で

と
こ
ろ　

中
入
口　

中
の
広
場

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

リ
ア
ル
謎
解
き
Ｒ
Ｐ
Ｇ　
　

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
△
ブ
レ
イ
バ
ー

　

戦
士
・
魔
法
使
い
・
忍
者
に
な

り
き
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
ひ
ば

の
里
の
平
和
を
取
り
戻
す
、
リ
ア

ル
体
験
型
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

ゲ
ー
ム
で
す
。

と
き　

８
月
25
日
㈰
ま
で

10
時
～
17
時
30
分

※
受
け
付
け
は
９
時
30
分
～
16
時

※
１
ゲ
ー
ム　

60
分
～
90
分

参
加
費

▼
１
ゲ
ー
ム　

８
０
０
円

▼
セ
ッ
ト
券
（
３
ゲ
ー
ム
）

２
２
０
０
円　

※
特
典
付
き

▼
ラ
ス
ト
ク
エ
ス
ト　

８
０
０
円

（
３
つ
の
ク
エ
ス
ト
を
ク
リ
ア
し

た
方
の
み
参
加
可
能
）

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里
（
受
け
付
け

は
中
の
広
場
特
設
テ
ン
ト
）

ミストシャワー
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お知らせInformation

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　９月９日（月） ９時～ 13 時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで http://kunchi-ichi.jp/information.html

９月

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

６月・７月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶７月７日、庄原市こども未来広場完成式の取材に
行きました。式典や記念行事としてミニこどもまつ
りが開催され、親子連れや「おじいちゃん」「おばあ
ちゃん」など、たくさんの人の笑顔でいっぱいの一日
でした。こども未来広場の運営をしていただく方々
にも、本当に感謝ですね。
　平和特集について。当時を知る人が少なくなって
きていますが、語り継いでいかなければと思ってい
ます。谷川さん、お話をありがとうございました。

８月・９月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室　「幅広生地」
　と　き　８月26日㈪
　　　　　①９時～12時　②13時～16時
　定　員　①②各12人
　参加費　5,000円
▶展示・販売＆イベント
○世界の天然石
　と　き　８月 14日㈬まで
○夏祭り
　と　き　８月 10日㈯～ 17日㈯
　※ 11日㈰～ 13日㈫　切り花の販売　など
○土曜夜市　※夏祭り最終日に開催！
　と　き　８月 17日㈯　18時～ 21時
○庄原実業高校　庄実農業クラブ
　※学校で生産した農産物の販売
　と　き　８月 10日㈯・９月 14日㈯　10時～
○瀬戸内海産物特選市（音戸ちりめん、珍味など）
　と　き　８月 10日㈯～ 18日㈰　※毎月開催予定

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
ボビンレース作品展
とき　９月８日㈰～10日㈫　10時～15時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工林業課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。
実施日 会　場 受付時間

９月６日㈮ 庄原市役所
東城支所

10時～11時30分
12時30分～15時

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

令和元年６月末現在

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３５，１３４人（前年比－６８６人）　
男　　１６，７２０人（前年比－３０９人）　
女　　１８，４１４人（前年比－３７７人）
世帯数　１５，５６３世帯（前年比－１１２世帯）
[ うち外国人 ]　人口　４２７人（前年比＋５１人）
○庄原地域　１７，８６４人（７，９４３世帯）
○西城地域　　３，３４５人（１，４１９世帯）
○東城地域　　７，５８３人（３，５０５世帯）
○口和地域　　１，９５９人　　（８０３世帯）
○高野地域　　１，７３２人　　（６７２世帯）
○比和地域　　１，３３３人　　（６０６世帯）
○総領地域　　１，３１８人　　（６１５世帯）

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

８月25日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255
９月１日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

８日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
15 日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

市の取り組み

基本施策１
食育の実践

１　子ども・若い世代の意識の向上
●夏休み子ども食育教室の実施
●小 ･中学校での ｢弁当の日｣ の実施　
●食品関連事業者等との食育イベント
２　家族や仲間と楽しむ共食
●地域での男性料理教室の実施　
●地域での世代間交流ができる料理教室の
開催

１　規則正しい生活リズムの定着
●保育所、学校での「早寝・早起き・朝ごはん」
の定着　
●栄養バランスの取れた、朝食の重要性に
ついての啓発
●保育所、学校での生活リズムの指導
２　生活習慣病予防のための食習慣の定着
●生活習慣病予防をテーマとした出前トー
クの実施
●健塩応援店、スーパー等との生活習慣病
予防の啓発
●住民告知放送等で、薄味に努め、1食に野
菜を120ｇ以上取り入れた食事の啓発
●給食での庄原減塩･野菜･和食の日の実施
３　介護予防における食育
●出前トークや介護予防講座等での高齢期
の食事、口腔機能についての啓発
●シルバーリハビリ体操の普及啓発

１　食文化の理解と継承
●給食で庄原食育の日（郷土食）の実施
●豆腐、こんにゃく、味噌など手作りの味の継
承教室の実施
２　地産地消の促進
●給食や家庭での庄原産農産物の活用促進
●地産地消推進店の啓発や登録の働きかけ

１　食育推進団体への支援
●各地域の食育推進団体同士
での交流会の実施
２　関係団体との連携・協働
●食品関連事業者と連携を図った生活習慣
病予防のための取り組みの推進

基本施策２
望ましい食習慣
の定着

基本施策３
食文化の継承

基本施策４
「食」を支える
仕組みづくり

と　き　８月26日㈪　12時15分～ 55分
ところ　市役所本庁舎１階市民ホール
出演者　クレールクラリネットアンサンブル
石
い し わ だ

和田いちご・井
いのうえ

上佳
かの ん

音・上
うえだ

田康
やすひろ

弘・佐
さ さ き

々木美
みすず

涼・
島
しまもと

本惇
じゅん

・清
しみ ず

水采
さい か

香・田
たむら

村奈
な な こ

々子・永
ながしま

島歩
あゆ

・門
もんます

枡咲
さく ら

良
指揮／東

ひがしだに

谷聖
しょうご

悟
演奏曲目　トッカータとフーガニ短調（Ｊ．Ｓ．バッ
ハ作曲）、熊本民謡の贈りもの（森田一浩作曲）ほか
▶クレールクラリネットアンサンブル…広島文化学
園大学学芸学部音楽学科クラリネット専攻の学生に
より編成。これまで 10 回の定期演奏会を開催。広
島シャレオ地下街をはじめ、レクト（商業施設）や
安佐南区役所、大学行事などで積極的に演奏活動し
ている。
▶東谷聖悟…国立音楽大学器楽学科クラリネット専
攻卒業。元広島ウインドオーケストラ団員。元広島
クラリネットアンサンブルメンバー。広島文化学園
大学学芸学部音楽学科非常勤講師。

「熊野権現縁起絵巻」の写本とみられる新資料 熊野神社境内の
弥生土器

時悠館春・夏の企画展
「知られざる比婆山信仰の世界」開催中

時悠館  ☎ 08477-6-0161

開館：９時～17時　休館：水曜（祝日開館・翌日休館）・年末年始

　平成から令和への改元という節目の年の夏。わが国の成り
立ちや「悠

はる

かに限りなく遠い時」の流れに思いをはせて、神
話の謎解きに出かけてみませんか。
　比婆道後帝釈国定公園内に立地する時悠館では、９月１日
㈰まで、春・夏の企画展「知られざる比婆山信仰の世界」を
開催しています。
　さて、最古の歴史書「古事記」は、日本誕生の女神イザナ
ミが火の神（製鉄神）ヒノカグツチを生んで亡くなると、出
雲国と伯

ははきのくに

岐国の境の「比婆之山」へ葬ったとします。
　この企画展では、書籍「日本誕生の女神」（平成 28 年、
庄原市）をもとに、その後の知見を加え、各地の比婆山伝説
地や世界遺産「花の窟

いわや

」（三重県熊野市）の関係者のご協力
のもと、交通史や製鉄史、神話と考古学の接点から、奥深い
比婆山信仰の世界を探ります。
　会場では、西城町熊野神社の宝物「熊野神社棟

むなふだ

札三点」（市
重文）や社家に伝わる絵巻物、比和町比婆山神社社家に伝
わる「井

い ざ い け も ん じ ょ

西家文書」をはじめ、比婆山顕彰に尽力した宮
み や た

田
武
たけよし

義氏（庄原市名誉市民）のコレクション（徳
とくとみ

富蘇
そ ほ う

峰・川
かわばた

端
康
やすなり

成・棟
むなかた

方志
し こ う

功の作品など）や、久
く ぼ

保善
よしひろ

博刀匠（県無形文化
財保持者）の作刀による「直

ちょくとう

刀」、製鉄関連資料、植物細密
画など、比婆山信仰の世界を彩る貴重な品々が一堂に会し
ています。このうち熊野神社社家に伝わる絵巻物の一つは
「熊

く ま の ご ん げ ん え ん ぎ え ま き

野権現縁起絵巻」の写本とみられる新史料で、「熊野神社
棟札三点」とともに、紀州熊野三山との関係を示す重要なも
のです。
　また、本年４月に熊野神社の境内ではじめて発見された弥
生土器や、奥出雲町代

だいやま

山遺跡の弥生土器など、約 2,000 年前
に中国山地を往来していた弥生人の遺物も必見です。

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

　今回策定した第３次庄原市食育推進計画では、本計画の上
位計画である「第２期庄原市長期総合計画」における分野
別政策「“ あんしん ” が実感できるまち」を、めざすべき将
来像として掲げ、本市の豊かな食材と食文化を生かして市
民の皆さんの健康寿命を延伸することを基本目標としてい
ます。これらを達成するため、市では４つの基本施策に沿っ
て食育を推進していきます。
　今回は、この４つの基本施策に沿って行う、市の食育の
取り組みについてお知らせします。市民一人一人が、目標
に向かって食育に取り組んでいきましょう。

※第３次庄原市食育推進計画は市ホームペー
ジ（http://www.city.shobara.hiroshima.jp/main/
health/food_edu/post_1116.html）に掲載しています。

第３次庄原市食育推進計画を策定しました
計画期間：令和元年度～５年度（５年間）
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